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平成 20 年 9 月 19 日 

 

企業会計基準委員会 御中 

 

 

あらた監査法人 

アカウンティング・サポート部 

 

 

 

「会計上の変更及び過去の誤謬に関する検討状況の整理」に対するコメント 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、貴委員会から平成 20 年 6 月 20 日付で公表されました「会計上の変更及び過去の

誤謬に関する検討状況の整理」（以下「検討状況の整理」）について、意見を表明する機会

をいただきお礼申し上げます。 

当監査法人の意見を、下記のとおり提出いたしますので、今後の審議においてご検討い

ただきたく、お願い申し上げます。 

敬具  

 

 

記 

 

1 会計方針の遡及適用を行った場合の影響額に重要性がない場合の取扱い 

【意見】 会計方針の遡及適用を行った場合の影響額に重要性がない場合を含め、全て

の場合に遡及適用が必要であるかが問題となるが、この点について重要性がな

い場合は遡及適用を行わないことを明記してはどうか。 

【理由】 本検討状況の整理では、会計方針の変更を行った場合等は遡及適用を行うと

されているが、実務上、影響額が軽微である場合にまで遡及適用が必要か否か

が問題となる。特に、会計基準等の改正に伴う会計方針の変更の場合は、影響

額が軽微である場合が多く存在するものと考えられ、すべてについて遡及適用

が必要となると多大な負担となることが考えられる。従って、影響額が軽微な

場合には遡及適用を行わないことを可能とする取扱いが必要であると考える。 

  

以上 


